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１．ＮＫ－ＰＳｏｉｌシステムの特徴

1. インターネット回線を使用してデータの共有を図れます。（同時に連絡事項を発信する機能もあります）

2. データは、年度ごとに10万サンプルまで管理できます。（年間でサンプル番号０００００～９９９９９）

3. インターネットにつながっていないときでもシステムの起動が可能です。（ただし、データは、前回にイン
ターネット接続時のままとなる）

4. 分析機器と接続して分析結果値を機械から取り込むことができます。（手打ちすることがなくなります。）

5. 出力帳票のレイアウトは、自由に決定できます。（ただし、運用開始前の協議により決定し、決定後は、
変更不可能です。）

6. 作物、基準値は、自由に設定可能です。

7. 基準値は、作物、作型ごとに設定でき、作型に設定がないものは、作物の設定を採用します。（これによ
り、すべての作型の基準値を設定する必要がありません）

8. 作物ごとに使用する肥料を設定でき、設定された肥料から施肥設計案を自動算出します。

9. 施肥設計方法は、独自の診断方法を組み入れたものにできます。（運用開始前段の協議の上整理しま
す。）

10. クライアント（操作パソコン）の増加は、クライアントへの単純なインストールとサーバのユーザ設定のみ
で行うことができますで行うことができます。

11. 将来的に地図との連携を考えたデータ構造になっています。
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２．通信回線を利用したデータ共有

インタ ネット

農家

インターネット

技術支援

研究機関・試験場 等

分析
受付･簡易分析・配布

受付受付土壌分析ｾﾝﾀｰ

LAN

分析機器
ｐH、EC、SPAD

サーバ等

分析センターのサーバですべて
のデータを管理します。 分析センターのサーバに受付データを登録します。
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３．必要な動作環境

１．サーバ環境
①ＣＰＵ：Ｐｅｎｔｉｕｍ Ⅲ １ＧＨｚ 相当
以上

②ＯＳ WindowsXP WindowsVista Windows7

サーバ

（広域運用の場合に必要）②ＯＳ：WindowsXP、WindowsVista、Windows7
Windows2008Server のいずれか

③ディスク容量：参考（１年間の容量）
・農家戸数２０００戸、ほ場数２０００
箇所 サンプル数２０００点

（広域運用の場合に必要）

サーバは、

自前サーバ と レンタルサーバの

どちらかを選択する必要があります。

箇所、サンプル数２０００点
→ 約３ＭＢ

・システム４００ＭＢ
④Ｗｅｂ環境：インターネット接続環境

（ＤＳＬ速度以上）（ＤＳＬ速度以上）
２．クライアント環境

①ＣＰＵ：Ｐｅｎｔｉｕｍ Ⅲ １ＧＨｚ 相当
以上

②ＯＳ WindowsXP WindowsVista Windows7 パソコン②ＯＳ：WindowsXP,WindowsVista,Windows7
のいずれか

③ディスク容量：参考（１年間の容量）
・農家戸数２０００戸、ほ場数２０００
箇所 サンプル数２０００点

パソコン

箇所、サンプル数２０００点
→ 約３ＭＢ

・システム４００ＭＢ
④Ｗｅｂ環境：インターネットに接続可能な環境

プリンター
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カラープロッター
（地図出力用）



４．受付の概要 （ 土のサンプル番号、農家名、予定作物等の情報を付与 ）

【基本画面】 【カスタマイズ画面】 受付票にあわせた画面

・年間 ００００１ ～ ９９９９９ 番の ９９９９サンプルを登録可能

・受付票に合わせた項目でのカスタマイズも可能

・多数入力が容易なリスト形式入力でのカスタムズも可能

・農家マスタ、作物マスタの整備により、受付入力時は、容易な選農家マスタ、作物マスタの整備により、受付入力時は、容易な選
択入力

・農家名からサンプルの選び出しが可能

・分析する土が既に施用していた場合の有機肥料（堆肥）を３つま
で登録可能。
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・登録データは、テキストデータ（ＣＳＶ）として出力し、エクセル等の
表計算ソフトによる集計が可能。 【カスタマイズ画面】 リスト形式入力画面



５．分析機器からの分析値取り込み

分析機器接続

・分析値を表形式で入力可能

・分析機器から直接入力可能（Ｒｓー２３２Ｃ接続）

・進捗により分析が終了したものは、入力不可能とすることが可能。

（上画面の色のついたレコードは、入力不可となっています）

原子吸光

ｐＨ

○接続可能分析機器（出力端子又は、データ出力機能を持っているもの）
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ＥＣ
・ｐＨメーター、ＥＣメーター、ＳＰＡＤ、原子吸光、分光光度計、自動化学
C/Nアナライザーetc



６． 機器接続概要

LAN接続
土壌採取位置（地図）システム

（土壌分析値の蓄積・管理）堆肥・土壌

全国バージョン

土壌診断施肥設計ソフト

その他の機器

・試料乾燥器

試料粉砕器

堆肥 土壌
分析調書

土壌・堆肥データベース

堆肥

分析

地点

情報

土壌

分析
土壌診断施肥設計ソフト

データの取り込み

・試料粉砕器

・純水製造装置

・実験台関連

土壌作物体堆肥

総合分析装置

SPAD-3

（Ca・Mg・K・P・N等）

原子吸光光度計

（Cu・Zn・Mn等）

全窒素／全炭素

測定装置

電子天秤pH／EC

自動測定装置
高速土壌養分

自動分析装置
◎前処理時間の短縮

◎精度バラツキの改善 向上

7

◎精度バラツキの改善・向上



７．土壌診断票の概要

出力する診断票を サンプル番号順、農家ごと、作物
ごとに分類して出力可能。

途中省略

①分析値のバランスを見る為のレーダーチャート表示

②作物ごと分析項目ごとに基準値を表示

③分析値からコメントを自動出力

④土壌改良資材を自動出力
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８．施肥設計票の概要

①作物ごとに施肥標準値を出力。

（北海道施肥ガイド基準）

②分析値から診断施肥量を出力。

③診断施肥量から化成肥料を自動選出

施肥量算出。

④所見を付加

途中省略

⑤作物ごとの留意事項を出力。

9



１０．土壌採取位置システム（ＧＩＳとの連携）

土壌診断デ タを地点と デ タ登録 色づけ評価 きます土壌診断データを地点としてデータ登録し、色づけ評価できます。

分析値が基準内にないものが
見た目で確認できます。

※土壌診断データは、地点としてデータ登録しますが別のＧＩＳ
作付管 支援 連携 管 する
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（作付管理支援システム）との連携により面として管理すること
もできます。（詳しくは、作付管理支援システムを参照）



１１．土壌採取位置システム（ＧＰＳ（携帯電話）との連携）

ＧＰＳ端末

ＧＰＳ付携帯電話

【携帯電話の利点】

ＧＰＳ端末をわざわざ持ち運ぶ
必要がない。簡単に地点登録が
できる。

※ＧＰＳを使用して土壌採取位置を登録することができます。

また、農家が土を採取する時に携帯から登録することによって

【携帯電話の欠点】

位置の制度が悪い。（１０ｍ誤差
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、農 採 す 携帯 録す

自動的に採取位置を登録する方法もあります。
）将来的改善は、期待できる。準
天頂衛星初号機「みちびき」 等



販売元： 株式会社 北海ケミカル
北海道札幌市厚別区厚別南４丁目２番３０号

TEL  011-892-9677  FAX 011-892-9643

製造元： 財団法人 北海道農業近代化技術研究センター

深川事務所 ：北海道深川市広里町4丁目1番3号
TEL:0164-25-1591 FAX:0164-25-2117

札幌支所 ：北海道札幌市北区北10条西3丁目13番NKエルムビル3Ｆ
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札幌支所 ：北海道札幌市北区北10条西3丁目13番NKエルムビル3Ｆ
TEL:011-746-5391 FAX:011-746-3593


